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静岡県掛川市上西郷1676-2　藤ハイツ103
縮尺

TEL:0537(54)2821　FAX:0537(54)2822
図面名杉山　彰

E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp 表紙・図面目録

令和７年度 大須賀中央公民館管理事業　大須賀中央公民館キュービクル更新工事
担当者附記

E-00

作図年月日

R7.4.30

図 面 No事務所登録（1）第7891号

１級建築士登録　第314153号

管理建築士　杉山　彰

工事名

令和７年度 大須賀中央公民館管理事業
大須賀中央公民館キュービクル更新工事

図面目録

図番 図面名称 縮尺（A3)

E-01 -

E-02 -

E-03 施工条件特記仕様書 -

E-04 案内図・配置図 1/10000/・1/800

E-05 ２階平面図 1/200

E-06 電気室平面詳細図 1/100

E-07 既存キュービクル立面図 1/30

E-08 キュービクル式高圧受電設備　製品仕様書（１） -

E-09 キュービクル式高圧受電設備　製品仕様書（２） -

E-10 キュービクル式高圧受電設備　製品仕様書（３） -

E-11 キュービクル式高圧受電設備　摘要表 -

E-12 キュービクル式高圧受電設備　結線図 1/30

E-13 キュービクル式高圧受電設備　外形図 1/30

E-14 キュービクル式高圧受電設備　配置図 -

電気設備工事特記仕様書(Ｒ６．４ ）　１／２

電気設備工事特記仕様書(Ｒ６．４ ）　２／２



電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

E-01

スギえもん設計一級建築士事務所

掛川市役所



掛川市役所

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

スギえもん設計一級建築士事務所

E-02



施 工 条 件 特 記 仕 様 書

明示事項 内容明示が必要な場合

６
仮
設
備
関
係

仮設物を他の工事に引き渡す場合及び

引き継いで使用する場合

仮設備の内容

仮設備の期間

仮設備の条件

仮設備の構造、工法及びその施工範囲

を指定する場合

仮設備

（仮土留、仮橋、足場等）

１

適用
項目

明示項目

工事特記仕様書、図示による。

仮設備の構造、施工方法、施工範囲 図示による。

仮設備の種類

仮設備の設計条件を指定する場合 設計条件の内容 図示による。

７
建
設
副
産
物
関
係

建設発生土が発生する場合 受入場所及び仮置き場所までの距離

処分又は保管条件

現場内での再利用又は減量化が必要な

場合

現場内利用の内容

減量化の内容

建設副産物及び建設廃棄物が発生する

場合

再資源化処理施設又は最終処分場を指

定する場合

処理方法、処理場所等の処理条件

建設発生土の搬出

建設副産物の利用

建設副産物及び建設廃棄

物の処理

１

２

３

数量
片道

運搬距離
建設廃棄物の種類 処理等施設の名称 受入条件等

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する

物適正処理推進要綱に従い適切に処理する。

８
工
事
支
障
物
件
等

地上、地下等における占用物件の有無

る場合

支障物件名 管理者名 支障物件の位置

支障物件の移設時期 工事方法 防護

支障物件名、管理者名等

地上、地下等の占用物件に係る工事期

間と重複して施工する場合

工事内容

工事期間

９
排
水
関
係

排水の工法、排水処理の方法及び排水

の放流先等を指定する場合

排水工法 排水処理の方法 放流先

予定される排水量 排水の水質基準 放流費用

排水工法、排水処理の方法等

施設の内容水替・流入防止施設が必要な場合

設置期間

薬液注入を行う場合 設計条件 施工工法 材料種類

施工範囲 削孔数量及び延長 注入量及び注入圧

周辺環境調査の内容
周辺環境に与える影響の調査が必要な

場合

11

　
薬
液
注
入
関
係

10

工事現場発生品がある場合

設計条件、施工工法等

工事支障物件協議１

排水処理１

水替・流入防止施設２

薬液注入

工事現場発生品

１

１

受入場所、距離等の処理条件

及び占用物件等で工事支障物が存在す

下記項目のうち適用項目○印該当欄は、当該工事に関する施工条件として明示するものである。

　
そ
の
他

品名・数量、現場内での再使用の有無

引渡場所

支給材料及び貸与品がある場合 品名・数量・品質

規格又は性能

引渡場所・引渡期間

近接協議に係る条件及び内容

架設工法を指定する場合 施工方法

施工条件

工事電力を指定する場合

工事用水の内容

工事電力の内容

工法の内容
新技術・新工法・特許工法を指定する

場合

部分使用を行う必要がある場合 部分使用箇所

部分使用時期

支給品及び貸与品

工事用水、電力

新技術・新工法・特許工法

部分使用

２

３

４

５

６

７

工事用水を指定する場合

関連機関との近接協議

架設工法

法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律その他関係法令等によるほか、建設副産

他の工事の開始又は完了の時期により、 影響を受ける部分

関連する工事内容

明示事項 内容

限される場合

立のものがある場合

協議成立見込時期

地下埋設物等の移設が予定されている場合

官有地等を使用させる場合

場所・範囲

時間・時期

使用条件

工事に伴う公害防止のため、施工方法、

建設機械・設備、作業時間等の指定が

必要な場合

１
工
程
関
係

２
用
地
関
係

３
公
害
関
係

明示が必要な場合

関連工事との調整１

２

関係機関等との協議３

指定部分

仮用地等として官有地の

提供

公害防止

（騒音、振動、粉塵、排

出ガス等防止）

４

５

６

１

１

適用
項目

明示項目

影響を受ける工事内容

関連する工事の開始又は完了の時期

当該工事の関係機関等との協議に未成 制約を受ける内容

協議内容

関係機関、自治体等との協議の結果、

特定の条件が付され当該工事の工程に

影響がある場合

影響を受ける部分

影響を受ける内容

地下埋設物及び埋蔵文化

財の事前調査

工事着手前に地下埋設物及び埋蔵文化

財等の事前調査を必要とする場合

調査項目

調査期間

作業不能日数 休日日数以外の作業不能日数

当該工事の規模（範囲）

当該工事の工期

当該工事の施工時期、全体工期等に影

響がある場合

施工時期、施工時間及び施工方法が制

移設期間

施工のための仮用地等として施工者に、

施工時期、時間の制限

復旧方法

施工方法、建設機械・設備、作業時間

工事の施工に伴って発生する騒音、振

動、地盤沈下、地下水の枯渇等が予測

される場合

事前・事後調査の区分

調査時期

未然に防止するための必要な調査方法

未然に防止するための必要な調査範囲

電波障害等に起因する事業損失が懸念

される場合

事前・事後調査の区分

調査時期

未然に防止するための必要な調査方法

未然に防止するための必要な調査範囲

４
安
全
対
策
関
係

指定の内容

指定の期間

防護施設の内容

鉄道、ガス、電気、電話、水道等の施

設と近接する工事において施工方法等

に制限がある場合

落石、雪崩、土砂崩落に対する防護施

設が必要な場合

交通誘導員の配置を指定する場合

配置時間

延べ人数

換気設備等の内容
有毒ガス及び酸素欠乏対策として、換

気設備が必要な場合

制限がある場合

使用中・使用後の処置内容
搬入、搬出路の使用中及び使用後の処

置が必要である場合

５
工
事
用
道
路
関
係

仮道路を設置する場合 仮設道路の仕様

安全施設等の設置期間

工事終了後の措置

騒音、振動、地盤沈下、

地下水枯渇等の防止調査

電波障害等に起因する事

業損失防止調査

２

３

交通安全施設

近接施工

落石、雪崩、土砂崩落の

防護施設

交通誘導員の配置

３

１

２

４

有毒ガス及び酸素欠乏等

の対策
５

一般道の使用１

仮道路２

交通誘導員Ａ

交通誘導員Ａ

交通誘導員Ｂ

交通誘導員Ｂ

交通安全施設等を指定する場合

搬入経路、使用時間、使用時間帯等に

工事の規模（範囲）及び工期について

指定した部分がある場合

制限される施工内容

制限される施工時期・施工時間

制限される施工方法

制限される施工方法

制限される作業時間帯

制限される工事用資機材の搬入経路

制限される使用期間

制限される使用時間帯

なお、明示事項に変更が生じた場合は、監督職員に報告し、協議するものとする。

○

検図 工事名作図 日付

 施工条件特記仕様書

図番

○(搬出の多い時に配置を想定)

○

施設管理者より指定された日

施設管理者との協議による。

○

○
低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規定及び排出ガス対策型建設機械指定

要領に基づき指定される建設機械・設備を使用するものとする。

作業時間は施設管理者と協議の上、決定する。

工事特記仕様書による。

工事特記仕様書による。

による。

工事特記仕様書

監督員との協議による。

掛川市役所 スギえもん設計一級建築士事務所
管理建築士　杉山　彰

一級建築士登録　第３１４１５３号 R7/4/30 E-03令和７年度 大須賀中央公民館管理事業　大須賀中央公民館キュービクル更新工事

○
施設内全て

キュービクル設置から完成検査まで

停電を伴う工事

令和８年１月１３日～令和８年２月１３日以外の期間



掛川市大須賀支所

既存建物

改修建物

県道 相良大須賀線

駐車場

倉庫

工事場所：

掛川市大須賀中央公民館

掛川市西大渕145番地

掛川市大須賀支所

静岡県掛川市上西郷1676-2 藤ハイツ103 縮尺

TEL:0537(54)2821 FAX:0537(54)2822
図面名E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp

E-04

図面No工事名

案内図 S=1/10000 配置図 S=1/800
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湯沸室ＥＶホール

ＤＮ ＵＰ

ロビー

前室

前室

ＦＬ±０

ＤＮ
バルコニー

研修室

ＦＬ±０廊下

廊下

ＦＬ±０

Ｆ Ｌ＋３００

吹抜

機械室

電気室

ＦＬ±０

ＤＮ

機械室

ＦＬ±０

ＦＬ±０

Ｆ Ｌ－６３６

講堂下部

吹抜
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ＤＮ

ＵＰ

屋外階段

押入 物入

棚

床の間
和室和室

縁側縁側

FL-50

FL+150

FL+120

FL+150

便所 便所
FL-50FL-50

FL-150

FL-150

ピロティ上部

２階電気室　詳細図参照

1/200（A3）

静岡県掛川市上西郷1676-2　藤ハイツ103
縮尺

TEL:0537(54)2821　FAX:0537(54)2822
図面名杉山　彰

E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp ２階平面図

令和７年度 大須賀中央公民館管理事業　大須賀中央公民館キュービクル更新工事
担当者附記

E-05

作図年月日

R7/05/30

図 面 No事務所登録（1）第7891号

１級建築士登録　第314153号

管理建築士　杉山　彰

工事名

２階平面図　S=1/200



上部プルボックス(そのまま) 上部プルボックス(既存)

検針ﾎﾞｯｸｽ一時取外し×３台 検針ﾎﾞｯｸｽ再取付×３台

1990

1
0
0
0

8
0
0

1
0
0
0

1
0
0
03
8
0
0

3
9
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

搬出ルート

荷下げスペース

搬入ルート

荷揚げスペース

特記事項：

・新設するキュービクルは、既存キュービクルより小さいため、

基礎は既存をそのまま利用可能と判断する。

・既存キュービクル固定用のアンカーボルトは切断し、さび止め塗装をすること。

・撤去キュービクル及び新設キュービクルの搬出入は、機械室の外壁側の両開戸を利用すること。

また、荷揚げ方法を検討し、転落防止対策を確実に行うこと。

2000

1
0
0
0

9
0
0

引込線立上げ位置 （既存）
引込線立上げ位置 （既存）
配線は既存を利用する

静岡県掛川市上西郷1676-2 藤ハイツ103 縮尺

TEL:0537(54)2821 FAX:0537(54)2822
図面名E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp

E-06

図面No工事名

電気室平面詳細図(既存） S=1/100 電気室平面詳細図(改修） S=1/100



▽２FL±0

既存検針ﾎﾞｯｸｽ：一時取外し×3

▽２FL±0

既存プルボックス(そのまま）

既存プルボックス(そのまま）

受電設備

既存検針ﾎﾞｯｸｽ：
一時取外し×3

既存プルボックス(そのまま）

既存検針ﾎﾞｯｸｽ：
一時取外し×3

既存プルボックス(そのまま）

特記事項：

・キュービクル函体及び内部器具類は全て撤去すること。

ただし、検針メーターボックス(3個)は一時取外しとする。

・函体及び機器類は分解して搬出するものとする。

・既存アンカーボルトは基礎面で切断して、さび止め塗装をすること。

・機器の重量は、新設するキュービクルから想定した重量を示す。

静岡県掛川市上西郷1676-2 藤ハイツ103 縮尺

TEL:0537(54)2821 FAX:0537(54)2822
図面名E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp

E-07

図面No工事名

既存キュービクル立面図（背面） S＝1/30 既存キュービクル立面図（右側面） S＝1/30

既存キュービクル立面図（左側面） S＝1/30既存キュービクル立面図（正面） S＝1/30



JIS C3317「600Vニ種ビニル絶縁電線(HIV)」、またはJIS C3307「600Vビニル絶縁

22

工事名 図面No

E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp 図面名
TEL:0537(54)2821 FAX:0537(54)2822

縮尺静岡県掛川市上西郷1676-2 藤ハイツ103

E-08



-

-

工事名 図面No

E-09
E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp 図面名
TEL:0537(54)2821 FAX:0537(54)2822

縮尺静岡県掛川市上西郷1676-2 藤ハイツ103



A

工事名 図面No

E-10
E-mail:sugiemon@zm.commufa.jp 図面名
TEL:0537(54)2821 FAX:0537(54)2822

縮尺静岡県掛川市上西郷1676-2 藤ハイツ103



DS 断路器 ７．２ｋＶ ４００Ａ 三極単投形 1 富士 V3-4

VCB 真空遮断器 ７．２ｋＶ ４００Ａ ８ｋＡ 1 三菱 VF-08NHD(VT) ２ａ２ｂ 手動 電圧引外

CTD コンデンサ引外装置 1 三菱 KF-100E

LBS 高圧交流負荷開閉器 1 富士 LBS-6A/200FC ＰＦ１０Ａ～７５Ａ

LBS-O 補助接点 ＬＢＳ－６Ａ／２００Ｃ・２１０用 1 富士 AUX-8 ２ａ２ｂ

LBS-O 絶縁バリア ＬＢＳ－６Ａ／２００Ｃ・２１０用 1 富士 SP-4D 相間 両側面 計４枚

LBS-O 溶断表示接点 ＬＢＳ－６Ａ／２００Ｃ・２１０用 1 富士 AL-3C １ｃ

PF 電力ヒューズ 7.2kV 40kA 20A 3 富士 JC-6/20

PC 高圧カットアウト 7.2kV 30A 5 エナジー HPC-30

PC 高圧カットアウト 7.2kV 50A 2 エナジー HPC-50

PC-F 素通し線 ７．２ｋＶ ３０Ａ 3 エナジー FB

PC-F テンションヒューズ ７．２ｋＶ ３０Ａ 2 エナジー FT

PC-F テンションヒューズ ７．２ｋＶ ５０Ａ 2 エナジー FT

SC-OP 接点バー ５３．２ｋｖａｒ ６０Ｈｚ ６％用 1

SC 高圧進相コンデンサ ７０２０Ｖ ５３．２ｋｖａｒ ６０Ｈｚ 1 Ｌ＝６％

SR 直列リアクトル ６６００Ｖ ３．１９ｋｖａｒ ６０Ｈｚ 1 Ｌ＝６％警報接点付 モールド

T 変圧器 １φ ７５ｋＶＡ ６０Ｈｚ 1 トップランナー２０１４

T 変圧器 １φ １５０ｋＶＡ ６０Ｈｚ 1 トップランナー２０１４

T 変圧器 ３φ １５０ｋＶＡ ６０Ｈｚ 1 トップランナー２０１４

CT 計器用変流器 ６９００V ６０／５Ａ ２５ＶＡ 2 三菱 CD-25ANB エポキシレジンモールド

VT 計器用変圧器 ６６００／１１０Ｖ ５０ＶＡ Ｆ付 2 三菱 PD-50HF エポキシレジンモールド

CT 計器用変流器 １１５０Ｖ ５００／５Ａ １５ＶＡ 4 三菱 CW-15LS 検付

CT 計器用変流器 １１５０Ｖ１０００／５Ａ １５ＶＡ 2 三菱 CW-15LMS 検付

AS 電流計切替スイッチ 4

VS 電圧計切替スイッチ 4

AM 電流計 ６０／５Ａ 1 広角１１０□ １．５級

AM 電流計 ５００／５Ａ 2 広角１１０□ １．５級

AM 電流計 １０００／５Ａ 1 広角１１０□ １．５級

W 電力計 ６６００／１１０Ｖ ６０／５Ａ 1 広角１１０□ １．５級

VM 電圧計 ３００V 3 広角１１０□ １．５級

VM 電圧計 ９０００Ｖ 変圧比６６００／１１０Ｖ 1 広角１１０□ １．５級

PF 力率計 不平衡用 ６０Ｈｚ 1 三菱 LP-110NPFU 広角１１０□ ５級

CTT 試験用電流端子 プラグイン形 ３Ｐ 1 不二 KTT-AW3-B

VTT 試験用電圧端子 プラグイン形 ３Ｐ 1 不二 KTT-VW3-B

VTT 試験用電圧プラグ プラグイン形 ３Ｐ 1 不二 KTP-V3

CTT 試験用電流プラグ プラグイン形 ３Ｐ 1 不二 KTP-A3

OCR 過電流継電器 1 オムロン K2OC-AVN １ｃ 電圧引外

THR サーマルリレー ２．８A （２．８－４．２A） 3 1a1c

LGR 漏電火災警報器 １００／２００Ｖ 埋込形 3 オムロン AGD-NY5

ZCT 零相変流器 １００Ａ 3 オムロン OTG-LA30

DrSW ドアスイッチ 一式

CON コンセント １００－１２５Ｖ １５Ａ 一式

BZ ブザー １１０Ｖ （９０～１２０Ｖ） 埋込形 1 HY-306-1J

F ヒューズ ３Ａ スナイリガラス管 一式 ２５０Ｖ

F ヒューズ ３Ａ ガラス管 2 ２５０Ｖ 高圧ＶＴ二次側用

LED 照明 １００Ｖ－２４０Ｖ（９０～２６４Ｖ） 4 KOHDEN

LED 照明本体 １００Ｖ－２４０Ｖ（９０～２６４Ｖ） 4 KOHDEN KRH-10TN1-LED

ET 測定用端子セットＥＴ 2 取付可能電線１４ｍ２以下

ET 接地端子セット ２０ 5 取付可能電線１００ｍ２以下

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ２５０Ａ 埋込形 1 遮断容量５０ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ １５０Ａ 埋込形 3 遮断容量３５ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ２００Ａ 埋込形 2 遮断容量３５ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ２２５Ａ 埋込形 1 遮断容量３５ｋＡ

MCB 配線用遮断器 １００V ２P ２０A 5 操作電源

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ２Ｐ ５０Ａ 埋込形 1 遮断容量１０ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ５０Ａ 埋込形 1 遮断容量１０ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ６０Ａ 埋込形 2 遮断容量３５ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ７５Ａ 埋込形 2 遮断容量３５ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ １００Ａ 埋込形 4 遮断容量３５ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ３０Ａ 埋込形 1 日東 NE53SUF 遮断容量５０ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ５０Ａ 埋込形 1 日東 NE53SUF 遮断容量５０ｋＡ

MCB 配線用遮断器 ２００Ｖ ３Ｐ ６００Ａ 埋込形 1 日東 NE603SUF 遮断容量８５ｋＡ

TB 端子台 ２Ｐ ６０Ａ 1

TB 端子台 ３Ｐ ６０Ａ 3

TB 端子台 ３P １５０A 8

TB 端子台 ３Ｐ ２５０Ａ 6 日東 TBF-253m8

TB 端子台 ３Ｐ ４００Ａ 1

TB 端子台 ３Ｐ ６００Ａ 1

WH 電力量計 1P3W 100V 500/5A 60Hz 1 三菱 M2PM-VR 検付 埋込 ＣＴ：ＣＷ－１５ＬＳ

WH 電力量計 1P3W 100V 1000/5A 60Hz 1 三菱 M2PM-VR 検付 埋込 ＣＴ：ＣＷ－１５ＬＭＳ

WH 電力量計 3P3W 200V 500/5A 60Hz 1 三菱 M2PM-VR 検付 埋込 ＣＴ：ＣＷ－１５ＬＳ

NP ネームプレート ６３×４００×ｔ３ ＢＯＸ用 2 １低圧電灯盤

NP ネームプレート ６３×４００×ｔ３ ＢＯＸ用 2 ２低圧電灯盤

NP ネームプレート ６３×４００×ｔ３ ＢＯＸ用 2 低圧動力盤

HL ハンドル キー Ｎｏ．２００ 9 日東 H-87RA

THL 感熱表示ラベル ６５－７５－８５℃ 一式 アセイ工業 3S-65

X 補助リレー ＡＣ１００／１１０Ｖ （８０～１１０％） 3 オムロン MY-2 2c

X リレーソケット ＭＹ－１ ＭＹ－２用 3 オムロン PYFZ-08

PB 押ボタン 1 富士 AM22F0R-10R 1a

RL レッドランプ ＬＥＤ ＡＣ２００－２２０Ｖ Φ２２ 1 富士 DM22D0L-M9R

RL レッドランプ ＬＥＤ ＡＣ１００－１１０Ｖ Φ２２ 1 富士 DM22D0L-H9R

GL グリーンランプ ＬＥＤ ＡＣ１００－１１０Ｖ Φ２２ 1 富士 DM22D0L-H9G

OL オレンジランプ ＬＥＤ ＡＣ１００－１１０Ｖ Φ２２ 3 富士 DM22D0L-H9A

NP 受注者銘板 ２０×１００×ｔ３ 1

NP ネームプレート ６３×４００×ｔ３ ＢＯＸ用 2

PF 電力ヒューズ ７．２ｋＶ ４０ｋＡ ２０Ａ 3 富士 JC-6/20

PC-F テンションヒューズ ７．２ｋＶ ３０Ａ 2 エナジー FT

PC-F テンションヒューズ ７．２ｋＶ ５０Ａ 2 エナジー FT

取扱説明書 一式

ジスコン棒 １ｍ 1

補修塗料 ライトベージュ 1

ハンドルキー 1

F ヒューズ ３Ａ スナイリガラス管 7 ２５０Ｖ

F ヒューズ ３Ａ ガラス管 2 ２５０Ｖ 高圧ＶＴ二次側用
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・MCBはCH付とする。

・受電部のＣＴ比の選定は保護協調を考慮した値としている。

素通しとする。

・T1一次側開閉器はＭＣＢとの保護協調が取れない為、

・MCB600AはLO側設定とする。
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網入ガラス

鍵No.200

ハンドル

(ベース寸法)3800

※基礎ボルト取付位置

200 600 200 200 600 200 200 600 200 200 400 200

16Xヌキ穴(長円30X20)

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

3
2
5

基礎ボルトは抜き穴分付属

特記事項

5. 基礎によっては高圧入線ができない恐れがあるため、入線位置を再確認すること。

7. 屋根ひさし部(屋内タイプは天井面)通風口付とする。

場合は、架台等を別途追加すること。

基礎ボルトサイズおよび本数は、設計用標準震度 1.5 、地域係数 1.2 で算出する。

8. キュービクル本体は設計用標準震度 1.5 、地域係数 1.0 で算出する。

6. 箱体とベースは分離ができない構造であるため、先出しベースが必要な

4. ベｰｽは､全面底板付(通風口付)です。 (高さはベｰｽ底面より約80mm)

(付属基礎ボルトサイズ L形M16-200 )

その他のﾇｷ穴にも基礎ボﾙﾄが必要な時は､オプションとして別途追加すること。

3. 基礎ボﾙﾄは 16個 とし､ベｰｽ図※印のﾇｷ穴の位置に設置すること。

2. 基礎施工上の注意事項は メーカー仕様書を参照すること。

で行ない､裏面形及び埋込形の場合は､後方で行うこと。

地域係数1.2、設計用標準震度1.5とする。

1900

1990

2
2
4
0

(800)(1100)

A

L形、LA形アンカー

上層階、屋上および塔屋

M16

（キュービクル本体は地域係数1.0とする。）

(※注)使用基礎ボルトサイズおよび本数は

1.2(※注)地域係数

なし
（ワイヤーロープにて固定)
75kVA以上変位抑制装置

基礎ボルトサイズ

基礎ボルト種類

耐震クラス

設置場所

1. 低圧ｽｲｯﾁが表面形の場合､低圧引出は開口部のｾﾝﾀｰより前方

JIS C 4620準拠品

2
2
4
0

(1100)(800)

1990

1900

左
側
面

右
側
面

(ベース寸法)3800

計器箱
再取付×3

・ドアストッパーは扉枠側スライド機構

と扉側固定による構造とする。

・BOX名称は前面、裏面に取付とする。

計器箱
再取付×3

外形図（背面） S=1/30
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・高低圧逆配置指定で器具選定をすること。

・予備ブレーカ用端子台が奥側に配置されている場合、予備回路への配線

工事を行う際は配線し難い場合があるため、注意して施工すること。

・標準設定パネル使用のため、必要としない穴があいてる場合がある。

・感熱表示ラベル取付方法は以下の通りとする。

TR本体に取付

TR端子部に取付

SWパネル裏面銅バーに取付

扉から見える位置に取付

特記事項
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計器箱
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